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「
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３
０
」
は
、
二
〇
一
六
年
四
月
に
当
時
は
副
皇
太

子
、
現
在
は
皇
太
子
で
あ
る
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ビ
ン
・
サ
ル
マ
ー
ン
（
以

下
、
Ｍ
Ｂ
Ｓ
）
に
よ
っ
て
発
表
さ
れ
た
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
経
済

改
革
案
で
あ
る
。そ
の
内
容
は
サ
ウ
ジ
政
府
の
公
式
サ
イ
ト（V

ision 
2030, https://w

w
w

.vision2030.gov.sa/

）
で
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
ま
た
、「
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３
０
」
の
日
本
語
訳
は
日
本

貿
易
振
興
機
構
（
ジ
ェ
ト
ロ
）
が
提
供
す
る
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
関
連

情
報
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る(https://w

w
w

.jetro.go.jp/
ext_im

ages/w
orld/m

iddle_east/sa/sj-visionoffi
ce/links/

SV
pdf_jp.pdf)

（
本
稿
で
、「
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３
０
」
に
記
載
の
表

現
は
、
こ
の
日
本
語
訳
に
依
拠
し
て
い
る
）。

野
心
的
な
構
想
も
達
成
は
困
難
か

　
「
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３
０
」
は
、「
活
気
あ
る
社
会
」「
盛
況
な
経
済
」

「
野
心
的
な
国
家
」
の
三
つ
の
柱
に
、
そ
れ
ぞ
れ
三
つ
の
具
体
的
な

課
題
が
提
示
さ
れ
、
そ
の
課
題
そ
れ
ぞ
れ
に
二
か
ら
三
の
具
体
的

な
目
標
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、「
活
気
あ
る
社
会
」
に
は

「
確
立
さ
れ
た
価
値
」「
生
活
の
充
足
」「
強
固
な
基
盤
」
の
三
つ
の

課
題
が
提
示
さ
れ
、「
確
立
さ
れ
た
価
値
」
に
は
「
ウ
ム
ラ
（
メ
ッ

カ
へ
の
小
巡
礼
）
の
受
け
入
れ
許
容
者
数
を
年
間
八
〇
〇
万
人
か
ら

宇
都
宮
大
学
教
授

松
尾
昌
樹

ま
つ
お　

ま
さ
き　

二
〇
〇
四
年
東
北
大
学
大

学
院
国
際
文
化
研
究
科
で
博
士
号
取
得
。
専

門
は
中
東
地
域
研
究
、
国
際
政
治
経
済
学
。
主

な
著
書
に
『
湾
岸
産
油
国 

レ
ン
テ
ィ
ア
国
家
の

ゆ
く
え
』、共
編
著
に『
中
東
の
新
た
な
秩
序
』『
移

民
現
象
の
新
展
開
』、共
訳
書
に
『
石
油
の
呪
い
』

な
ど
。

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
M
B
S
体
制「
安
泰
」の
構
造

－
－

な
ぜ「
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３
０
」が
未
達
成
で
も
危
機
は
生
じ
な
い
の
か

い
ま
か
ら
六
年
前
、「
脱
石
油
」
に
サ
ウ
ジ
の
将
来
を
見
出
し
た

「
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３
０
」
が
発
表
さ
れ
た
。
だ
が
そ
の
進
捗
は
芳
し
く
な
い
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
主
導
し
た
皇
太
子
の
座
は
「
安
泰
」
に
見
え
る
。

主
要
政
策
の
停
滞
が
権
力
基
盤
に
影
響
し
な
い

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
政
治
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
読
み
解
く
。
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三
〇
〇
〇
万
人
に
増
や
す
」「
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
登
録
数
を
二

倍
以
上
に
す
る
」
と
い
っ
た
目
標
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
目
標
の
中
で
も
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、「
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に

お
け
る
非
石
油
製
品
の
輸
出
の
割
合
を
一
六
％
か
ら
五
〇
％
に
引
き

上
げ
る
」「
非
石
油
政
府
収
入
を
一
六
三
〇
億
リ
ヤ
ル
か
ら
一
兆
リ

ヤ
ル
に
増
や
す
」
と
い
っ
た
「
脱
石
油
」
を
念
頭
に
置
い
た
計
画
や
、

「
国
内
に
お
け
る
文
化
・
娯
楽
活
動
へ
の
支
出
を
、
総
家
計
支
出
の

二
・
九
％
か
ら
六
％
に
引
き
上
げ
る
」「
労
働
力
に
占
め
る
女
性
の

割
合
を
二
二
％
か
ら
三
〇
％
に
引
き
上
げ
る
」「
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め
る

海
外
直
接
投
資
の
割
合
を
三
・
八
％
か
ら
国
際
レ
ベ
ル
の
五
・
七
％

に
引
き
上
げ
る
」
と
い
っ
た
、
社
会
改
革
・
開
放
の
方
針
が
明
確
に

示
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
ま
た
、「
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３
０
」
は
新

た
に
副
皇
太
子
（
当
時
）
に
就
任
し
た
Ｍ
Ｂ
Ｓ
の
手
腕
を
測
る
手
が

か
り
と
も
み
な
さ
れ
て
い
た
。
急
激
な
改
革
が
国
内
の
反
対
勢
力
を

刺
激
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
Ｍ
Ｂ
Ｓ
が
そ
れ
を
抑
え
込
め
れ

ば
、
彼
の
権
力
基
盤
は
盤
石
と
な
る
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３
０
」
は
サ
ウ
ジ
の
経
済
・
財

政
の
将
来
の
展
望
と
、
社
会
改
革
の
方
向
性
、
そ
し
て
新
し
い
政
治

エ
リ
ー
ト
の
力
量
と
い
う
、
多
様
か
つ
複
雑
な
問
題
が
絡
み
合
っ
た

も
の
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
「
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３
０
」
が
公
表
さ
れ
て
か
ら
既
に
六
年
が
経
過

し
、
そ
の
目
標
の
達
成
度
合
い
に
対
し
て
多
く
の
研
究
者
や
シ
ン
ク

タ
ン
ク
か
ら
評
価
が
出
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
ら
の
一
致
す
る
と
こ
ろ

と
し
て
は
、
海
外
投
資
額
が
少
な
く
、
失
業
率
も
目
標
値
に
は
届
か

ず
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め
る
非
石
油
部
門
の
拡
大
幅
も
小
さ
い
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ

に
占
め
る
海
外
直
接
投
資
額
は
〇
・
八
％
（
世
界
銀
行
）、
労
働
力
に

占
め
る
女
性
の
割
合
は
二
〇
・
九
％
（
世
界
銀
行
）、
非
石
油
政
府
収

入
は
三
六
八
八
億
リ
ヤ
ル
（
サ
ウ
ジ
中
央
銀
行
）
と
な
っ
て
い
る
。

二
〇
三
〇
年
ま
で
に
そ
の
す
べ
て
の
目
標
を
達
成
す
る
可
能
性
は
低

い
。

　

で
は
、「
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３
０
」
の
未
達
成
は
、
サ
ウ
ジ
経
済
・

財
政
の
喫
緊
の
問
題
を
提
示
し
、
社
会
改
革
の
失
敗
を
意
味
し
、
Ｍ

Ｂ
Ｓ
の
失
脚
に
つ
な
が
る
の
だ
ろ
う
か
。

皇
太
子
就
任
で
権
力
基
盤
を
固
め
る

　

特
定
の
地
域
の
出
来
事
を
評
価
す
る
場
合
、
と
か
く
特
殊
性
に
偏

り
が
ち
に
な
る
。
中
東
で
発
生
し
た
出
来
事
で
あ
れ
ば
、
イ
ス
ラ
ー

ム
や
宗
派
主
義
、
軍
部
、
部
族
、
出
身
地
に
基
づ
く
政
治
エ
リ
ー
ト

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
特
殊
性
に
基
づ
い
て
分
析
さ
れ
る
こ
と
が

多
い
。
確
か
に
、
中
東
で
は
議
会
制
度
の
機
能
が
脆
弱
で
あ
り
、
そ

れ
ゆ
え
に
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
が
不
透
明
で
、
さ
ら
に
情
報
が
公
開

さ
れ
に
く
い
社
会
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
観
察
さ
れ
た
断
片
的
な
事
実
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の
背
後
に
、
そ
れ
ら
を
結
び
つ
け
る
観
察
さ
れ
な
い
「
権
力
の
糸
」

が
あ
る
と
想
定
し
、
そ
の
手
が
か
り
と
し
て
、
中
東
の
特
殊
性
に
基

づ
く
解
釈
に
頼
っ
て
き
た
。
と
り
わ
け
湾
岸
ア
ラ
ブ
諸
国
（
サ
ウ
ジ

ア
ラ
ビ
ア
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
、
カ
タ
ー
ル
、
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
、
バ
ー

レ
ー
ン
、
オ
マ
ー
ン
の
六
ヵ
国
）
で
は
こ
う
し
た
傾
向
が
強
く
、
地

域
研
究
者
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
、
観
察
さ
れ
た
微
細
な
変
化
に
現

地
の
文
脈
を
読
み
込
ん
で
意
味
を
読
み
解
こ
う
と
し
て
き
た
。
そ
の

営
み
は
ソ
連
時
代
の
ク
レ
ム
リ
ノ
ロ
ジ
ー
に
ち
な
ん
で
、
さ
し
ず
め

「
ヤ
マ
ー
モ
ロ
ジ
ー
」（
ア
ラ
ビ
ア
語
で
ヤ
マ
ー
マ
は
サ
ウ
ジ
王
宮
の

名
称
）
と
呼
び
う
る
。

　

ヤ
マ
ー
モ
ロ
ジ
ー
は
、決
し
て
無
駄
な
行
為
で
は
な
い
。
し
か
し
、

あ
ま
り
に
特
殊
性
に
固
執
す
る
と
、
微
細
な
変
化
を
過
大
評
価
し
、

本
来
は
存
在
し
な
い
「
権
力
の
糸
」
を
あ
る
と
誤
認
し
、
結
果
と
し

て
陰
謀
論
と
さ
し
て
違
わ
な
い
と
こ
ろ
に
帰
着
す
る
。
そ
う
な
ら
な

い
た
め
の
保
険
が
、
現
地
を
見
る
際
の
も
う
一
つ
の
観
点
で
あ
る
、

「
普
遍
的
枠
組
み
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
地
域
の
差
異
に

か
か
わ
ら
ず
、
ど
の
地
域
も
、
単
純
化
す
れ
ば
お
お
む
ね
共
通
の
構

成
要
素
か
ら
成
り
立
っ
て
お
り
、
共
通
の
法
則
が
確
認
で
き
る
と
い

う
前
提
に
基
づ
く
解
釈
で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
「
普
遍
的
枠
組
み
」
に
基
づ
い
て
解
釈
す
れ
ば
、
本
稿

で
扱
う
「
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３
０
」
と
は
、政
策
目
標
の
一
種
で
あ
り
、

政
策
目
標
の
成
功
と
失
敗
が
も
た
ら
す
効
果
は
、
一
つ
は
政
策
立
案

者
・
担
当
者
へ
の
支
持
の
増
減
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
そ
の
政
策
目

標
―
―
産
業
の
多
角
化
や
経
済
成
長
の
た
め
の
基
盤
整
備
―
―
そ

れ
自
体
の
成
功
・
失
敗
が
も
た
ら
す
効
果
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
前

者
を
政
治
的
帰
結
、
後
者
を
経
済
・
財
政
的
帰
結
と
し
て
、
二
つ
に

分
け
て
考
察
す
る
。

　

さ
て
、「
普
遍
的
枠
組
み
」
に
基
づ
い
て
推
測
す
る
な
ら
ば
、
政

策
目
標
の
失
敗
が
も
た
ら
す
政
治
的
効
果
は
、
政
府
へ
の
支
持
低
下

で
あ
る
。
野
党
勢
力
の
よ
う
な
政
府
に
対
す
る
競
争
相
手
が
存
在
す

る
時
、
為
政
者
の
失
敗
が
競
争
相
手
か
ら
批
判
さ
れ
る
こ
と
で
、
国

民
の
支
持
が
政
府
か
ら
競
争
者
に
移
行
す
る
こ
と
が
あ
る
。た
だ
し
、

政
府
と
比
べ
て
競
争
相
手
へ
の
支
持
が
極
端
に
小
さ
い
場
合
、
政
府

の
失
敗
が
相
当
な
規
模
で
な
け
れ
ば
政
権
交
代
は
達
成
さ
れ
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
見
方
は
、
政
党
が
存
在
せ
ず
、
ま
た
公
に
政
府
批
判

を
行
う
勢
力
が
存
在
し
な
い
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
に
お
い
て
も
、
お
お

む
ね
当
て
は
ま
る
。
す
な
わ
ち
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
で
は
、
内
閣
の
主

要
ポ
ス
ト
を
得
ら
れ
る
の
は
王
族
の
主
要
メ
ン
バ
ー
に
限
ら
れ
て
お

り
、
こ
の
主
要
メ
ン
バ
ー
の
中
の
Ｍ
Ｂ
Ｓ
派
を
与
党
、
反
Ｍ
Ｂ
Ｓ
派

（
あ
る
い
は
Ｍ
Ｂ
Ｓ
派
か
ら
そ
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
集
団
）
を

野
党
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
王
族
内
部
の
派
閥
は
外
部
か

ら
観
察
し
難
く
、
そ
れ
ゆ
え
ヤ
マ
ー
モ
ロ
ジ
ー
に
基
づ
く
分
析
と
組
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み
合
わ
せ
る
こ
と
が
不
可
欠
と
な
る
。

　

公
表
さ
れ
た
当
初
、「
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３
０
」
は
Ｍ
Ｂ
Ｓ
の
政
治

生
命
を
左
右
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
二
〇
一
五
年
に
サ
ル
マ
ー

ン
国
王
が
即
位
し
て
以
降
、
国
王
の
息
子
で
あ
る
Ｍ
Ｂ
Ｓ
は
高
齢
の

国
王
を
支
え
て
実
質
的
に
国
政
を
担
っ
て
き
た
と
さ
れ
る
が
、
当
時

の
彼
の
肩
書
き
は
「
副
皇
太
子
」
で
あ
り
、
皇
太
子
は
Ｍ
Ｂ
Ｓ
よ
り

も
年
長
の
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ビ
ン
・
ナ
ー
イ
フ
で
あ
っ
た
。
Ｍ
Ｂ
Ｓ
に

は
国
王
の
息
子
と
い
う
強
い
血
筋
が
存
在
す
る
も
の
の
、
サ
ウ
ジ
ア

ラ
ビ
ア
の
王
位
継
承
は
父
子
相
続
に
限
定
さ
れ
ず
、
高
齢
者
か
ら
順

に
そ
の
地
位
に
つ
く
こ
と
が
慣
例
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
ム
ハ
ン

マ
ド
・
ビ
ン
・
ナ
ー
イ
フ
は
Ｍ
Ｂ
Ｓ
の
改
革
路
線
に
反
対
す
る
勢
力

の
一
員
と
目
さ
れ
て
お
り
、
両
者
は
次
期
国
王
を
め
ぐ
る
ラ
イ
バ
ル

関
係
に
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
一
七
年
に
勅
令
に
よ
り
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ビ
ン
・
ナ
ー
イ

フ
が
皇
太
子
か
ら
退
位
さ
せ
ら
れ
、
代
わ
っ
て
Ｍ
Ｂ
Ｓ
が
皇
太
子
に

就
任
す
る
こ
と
で
、
サ
ル
マ
ー
ン
の
血
筋
が
次
の
サ
ウ
ジ
王
室
の
中

心
と
な
る
方
向
性
が
確
立
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
後
二
〇
年
に
ム
ハ

ン
マ
ド
・
ビ
ン
・
ナ
ー
イ
フ
は
ク
ー
デ
タ
ー
に
関
与
し
た
こ
と
を
口

実
に
拘
束
さ
れ
、
そ
の
政
治
生
命
を
絶
た
れ
た
。
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ビ

ン
・
ナ
ー
イ
フ
が
失
脚
し
た
こ
と
で
、
Ｍ
Ｂ
Ｓ
に
対
抗
し
う
る
敵
対

勢
力
は
見
当
た
ら
な
く
な
っ
た
。

　

ま
た
、
反
Ｍ
Ｂ
Ｓ
派
に
は
明
確
な
政
策
が
存
在
し
て
い
な
い
が
、

そ
の
相
手
方
が
掲
げ
る
「
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３
０
」
は
国
民
か
ら
広
範

な
支
持
を
得
て
い
る
。
例
え
ば
、
映
画
館
を
は
じ
め
と
す
る
娯
楽
の

解
放
、
女
性
の
運
転
解
禁
な
ど
の
社
会
改
革
は
、
と
り
わ
け
新
し
い

価
値
観
に
敏
感
な
若
者
を
中
心
に
強
い
支
持
を
集
め
て
い
る
。
サ
ウ

ジ
ア
ラ
ビ
ア
は
一
四
歳
以
下
人
口
が
全
体
の
三
〇
・
三
％
、
一
五
歳

か
ら
三
四
歳
人
口
が
三
六
・
七
％
と
若
者
人
口
が
多
く
（
サ
ウ
ジ
ア

ラ
ビ
ア
統
計
庁
）、こ
れ
が
Ｍ
Ｂ
Ｓ
に
対
す
る
強
い
支
持
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。
こ
の
た
め
、
仮
に
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３
０
の
目
標
を
達
成
で

き
ず
と
も
、
そ
れ
を
材
料
に
反
Ｍ
Ｂ
Ｓ
派
が
巻
き
返
せ
る
可
能
性
は

低
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
Ｍ
Ｂ
Ｓ
に
対
す
る
有
力
な
対
抗
馬
が
存
在
せ
ず
、

ま
た
広
範
な
支
持
を
得
て
い
る
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３
０
に
対
す
る
有
効

な
対
案
が
な
い
現
状
で
は
、
こ
れ
が
失
敗
し
た
と
し
て
も
Ｍ
Ｂ
Ｓ
が

失
脚
す
る
可
能
性
は
低
い
。

石
油
需
要
の
持
続
と
低
い
生
産
コ
ス
ト

　

で
は
、
経
済
的
・
財
政
的
帰
結
は
ど
の
よ
う
な
も
の
に
な
る
だ
ろ

う
か
。「
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３
０
」
に
対
す
る
注
目
の
一
つ
は
、
サ
ウ

ジ
経
済
の
多
角
化
で
あ
り
、
脱
石
油
を
明
白
に
掲
げ
て
い
る
点
に
あ

る
。
石
油
が
枯
渇
性
資
源
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
石
油
依
存
は
将
来
的
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な
不
安
材
料
で
あ
り
続
け
て
き
た
。
さ
ら
に
近
年
で
は
先
進
国
を
中

心
に
脱
石
油
の
流
れ
が
加
速
し
て
お
り
、
こ
れ
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
石

油
需
要
を
縮
小
さ
せ
れ
ば
、
サ
ウ
ジ
経
済
も
ま
た
縮
小
せ
ざ
る
を
得

な
い
。
財
政
の
税
依
存
が
低
い
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
に
お
い
て
、
石
油

は
財
政
の
基
盤
で
も
あ
る
。

　

た
だ
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
石
油
需
要
を
予
測
す
る
こ
と
は
非
常
に

困
難
で
あ
る
。
ま
た
仮
に
石
油
需
要
が
縮
小
し
て
も
、
そ
の
効
果
は

大
規
模
産
油
国
の
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
に
対
し
て
は
限
定
的
な
も
の
に

と
ど
ま
る
。
こ
の
た
め
、
脱
石
油
が
達
成
さ
れ
な
い
こ
と
が
即
座
に

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
経
済
・
財
政
を
悪
化
さ
せ
る
と
は
言
い
難
い
。

　

こ
の
こ
と
を
、
国
際
的
な
石
油
需
給
の
観
点
と
、
産
油
国
の
特
性

と
い
う
二
つ
の
観
点
か
ら
整
理
し
て
考
察
し
よ
う
。
国
際
的
な
石
油

需
要
の
低
下
は
、
そ
の
大
口
消
費
国
で
あ
る
先
進
国
が
脱
炭
素
を
加

速
さ
せ
る
こ
と
で
生
じ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
を
推
し
進
め
る
先
進
国

に
お
い
て
も
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
高
価
で
あ
り
、石
炭
や
石
油
、

天
然
ガ
ス
へ
の
依
存
を
数
年
内
に
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
は
非
現
実
的
で

あ
る
。
ま
た
、
途
上
国
で
は
今
後
も
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
導
入

す
る
に
は
時
間
が
か
か
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
国

際
的
に
石
油
需
要
が
急
速
に
低
下
す
る
こ
と
は
想
定
し
難
い
が
、
あ

え
て
先
進
国
が
石
油
へ
の
依
存
を
急
激
に
低
下
さ
せ
、
そ
れ
が
国
際

的
な
石
油
価
格
の
下
落
を
引
き
起
こ
す
と
仮
定
し
よ
う
。
す
る
と
、

安
く
な
っ
た
石
油
は
途
上
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
と
し
て
非
常
に
魅

力
的
な
も
の
と
な
る
。
こ
れ
は
、
途
上
国
で
高
価
な
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
導
入
に
さ
ら
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
こ
と
に
な
る
。
急
激

な
経
済
成
長
が
見
込
ま
れ
て
い
る
イ
ン
ド
や
ア
フ
リ
カ
諸
国
で
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
が
遅
れ
、
石
油
依
存
が
継
続
さ
れ
れ
ば
、

石
油
需
要
の
落
ち
込
み
は
小
さ
い
と
予
想
さ
れ
る
。

　

た
と
え
需
要
の
減
少
幅
が
小
さ
い
と
し
て
も
、
需
要
が
縮
小
す
れ

ば
国
際
的
な
石
油
価
格
は
低
下
す
る
。
石
油
価
格
が
下
落
す
る
と
、

湾
岸
ア
ラ
ブ
諸
国
の
財
政
に
は
、
短
期
的
に
は
、
収
入
の
減
少
と
し

て
表
れ
る
。
た
だ
し
長
期
的
に
は
、
お
そ
ら
く
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
減

収
と
は
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
石
油
の
生
産
コ
ス
ト
は
国
に
よ
っ

て
異
な
る
た
め
で
あ
る
。

　

石
油
価
格
が
下
落
し
た
と
き
、
市
場
か
ら
撤
退
す
る
の
は
生
産
コ

ス
ト
の
高
い
油
田
に
依
存
す
る
産
油
国
で
あ
る
。
た
だ
し
、
生
産
コ

ス
ト
の
高
い
国
が
市
場
か
ら
撤
退
す
る
こ
と
で
供
給
量
が
減
少
し
た

と
き
、
供
給
量
の
減
少
よ
り
も
需
要
量
の
減
少
の
方
が
遅
け
れ
ば
、

価
格
は
上
昇
し
、
一
度
は
撤
退
し
た
産
油
国
も
再
び
市
場
に
戻
っ
て

く
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
生
産
コ
ス
ト
の
異
な
る
産
油

国
が
市
場
へ
の
退
場
と
再
登
場
を
通
じ
た
市
場
の
バ
ラ
ン
ス
メ
カ
ニ

ズ
ム
に
よ
っ
て
、
た
と
え
グ
ロ
ー
バ
ル
な
供
給
量
が
減
少
し
た
と
し

て
も
、
石
油
価
格
は
急
激
に
は
低
下
し
な
い
。
ま
た
、
湾
岸
ア
ラ
ブ
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諸
国
の
油
田
は
、
国
際
的
に
生
産
コ
ス
ト
が
低
い
こ
と
で
知
ら
れ

て
い
る
。「
ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
紙
に
よ
れ

ば
、
二
〇
一
六
年
に
お
け
る
一
バ
レ
ル
当
た
り
の
石
油
・
天
然
ガ
ス

生
産
費
用
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
四
四
ド
ル
、
ア
メ
リ
カ
で
二
〇
ド
ル

（
非
シ
ェ
ー
ル
・
オ
イ
ル
）、
ロ
シ
ア
で
一
九
ド
ル
に
対
し
て
、
サ
ウ

ジ
ア
ラ
ビ
ア
は
わ
ず
か
九
ド
ル
で
あ
る
（http://graphics.w
sj.

com
/oil-barrel-breakdow

n/
）。
こ
の
た
め
、
石
油
価
格
の
下
落

に
最
も
耐
え
う
る
の
は
、
湾
岸
ア
ラ
ブ
諸
国
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

長
期
的
に
石
油
需
要
が
縮
小
し
、
価
格
が
減
少
し
て
ゆ
く
と
い
う
シ

ナ
リ
オ
に
お
い
て
も
、
石
油
を
最
後
ま
で
売
り
続
け
て
い
る
の
は
、

お
そ
ら
く
湾
岸
ア
ラ
ブ
諸
国
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
た
と
え
「
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３
０
」
の
目
標
が
未
達

成
と
な
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
八
年
の
間
に
石
油
収
入
は
サ
ウ
ジ
経

済
と
財
政
に
資
金
を
注
入
し
続
け
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、「
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３
０
」
の
未
達
成
は
、
経
済
的
・
財
政
的

に
も
重
大
な
危
機
と
は
な
り
得
な
い
。

現
状
へ
の
満
足
が
改
革
意
欲
を
削
ぐ

　
「
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３
０
」の
未
達
成
は
、政
治
的
に
も
、ま
た
経
済
的
・

財
政
的
に
も
、サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
を
危
機
に
陥
れ
る
可
能
性
は
低
い
。

そ
れ
が
未
達
成
で
あ
る
こ
と
は
、
特
に
経
済
的
・
財
政
的
な
未
達
成

は
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
将
来
に
確
実
に
悪
い
影
響
を
及
ぼ
す
。
し

か
し
、
そ
の
影
響
は
ゆ
っ
く
り
と
穏
や
か
に
現
れ
る
の
で
、
国
民
は

そ
れ
を
直
近
の
危
機
と
は
理
解
し
な
い
だ
ろ
う
。
ど
の
国
に
お
い
て

も
、
現
在
の
困
難
と
将
来
の
幸
福
が
ト
レ
ー
ド
オ
フ
に
な
る
よ
う
な

政
策
は
、
失
敗
し
や
す
い
。
国
民
は
自
身
の
直
近
の
幸
福
を
選
択
す

る
も
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
国
民
の
希
望
を
叶
え
る
こ
と
で
権
力
基

盤
を
維
持
す
る
と
い
う
手
法
は
、
民
主
主
義
国
で
あ
ろ
う
と
非
民
主

主
義
的
な
国
で
あ
ろ
う
と
、
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
現

状
の
社
会
改
革
路
線
が
維
持
さ
れ
、
石
油
収
入
の
配
分
に
よ
っ
て
一

定
水
準
の
生
活
が
維
持
さ
れ
る
以
上
、
国
民
は
そ
れ
に
満
足
し
、
あ

え
て
為
政
者
を
批
判
す
る
危
険
を
犯
す
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
は
、
ど

の
地
域
に
お
い
て
も
当
て
は
ま
る
「
普
遍
的
枠
組
み
」
に
基
づ
く
分

析
で
あ
る
。

　

国
民
か
ら
の
圧
力
を
回
避
で
き
る
以
上
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
内

政
の
リ
ス
ク
は
、
ク
ー
デ
タ
ー
や
暗
殺
、
近
隣
国
と
の
偶
発
的
な
紛

争
の
発
生
と
い
っ
た
予
測
不
可
能
な
出
来
事
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ

る
可
能
性
が
高
い
。
こ
う
し
た
可
能
性
を
読
み
解
く
た
め
に
は
「
ヤ

マ
ー
モ
ロ
ジ
ー
」
が
必
要
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
今
後
も
、
普
遍
的

枠
組
み
と
現
地
の
特
殊
性
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が
ら
、
サ
ウ
ジ
ア

ラ
ビ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
湾
岸
ア
ラ
ブ
諸
国
の
動
向
に
注
目
し
て
ゆ

く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
●




